
福
島
第
一
原
発
事
故
で
避
難
指

示
が
出
さ
れ
た
福
島
県
浜
通
り
の
楢

葉
町
、
浪
江
町
、
大
熊
町
、
双
葉
町
、

富
岡
町
な
ど
の
住
民
二
百
十
六
人
が

東
電
に
約
十
八
億
六
千
万
円
損
害
賠

償
を
求
め
た
福
島
原
発
避
難
者
訴
訟

（
早
川
篤
雄
原
告
団
長
）
の
控
訴
審

判
決
が
三
月
十
二
日
、
仙
台
高
裁

（
小
林
久
起
裁
判
長
）
で
あ
っ
た
。

判
決
は
一
審
・
福
島
地
裁
い
わ
き
支

部
判
決
を
約
一
億
五
千
万
円
上
積
み

し
総
額
約
七
億
三
千
万
円
の
支
払
い

を
命
じ
た
。
東
電
に
対
し
津
波
対
策

の
工
事
を
「
先
送
り
し
て
き
た
」
と

断
罪
し
た
。
一
連
の
集
団
訴
訟
で
は

高
裁
判
決
は
初
め
て
で
あ
る
。

一
審
福
島
地
裁
い
わ
き
支
部
判
決

（
一
八
年
三
月
）
は
、
住
み
慣
れ
た

土
地
で
の
暮
ら
し
や
人
間
関
係
な
ど

を
奪
わ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
喪
失
」
の

慰
謝
料
を
他
の
慰
謝
料
と
合
算
し
て

算
出
し
て
い
た
が
、
今
回
は
ふ
る
さ

と
喪
失
の
慰
謝
料
を
独
立
し
て
認
め

た
。
原
告
は
立
ち
入
り
制
限
の
避
難

指
示
区
域
な
ど
の
住
民
が
多
く
、
早

期
結
論
を
得
る
た
め
、
国
を
被
告
に

し
て
い
な
い
。

判
決
は
、
東
電
に
対
し
、
二
〇
〇

二
年
七
月
に
国
の
地
震
調
査
研
究
本

部
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
地
震
予
測

「
長
期
評
価
」
の
信
頼
性
が
認
め
ら

れ
る
と
し
た
上
で
、
津
波
試
算
が
な

さ
れ
た
〇
八
年
四
月
こ
ろ
に
は
、
試

算
程
度
の
津
波
が
到
来
し
、
浸
水
に

よ
り
原
子
炉
の
安
全
に
か
か
わ
る
機

器
系
が
機
能
を
喪
失
す
る
可
能
性
を

認
識
し
て
い
た
と
認
定
し
た
。

合
わ
せ
て
判
決
は
、
早
川
篤
雄
原

告
団
長
が
代
表
を
務
め
る
市
民
団
体

か
ら
も
繰
り
返
し
津
波
に
対
す
る
抜

本
対
策
を
求
め
る
申
し
入
れ
が
な
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
具
体

的
な
対
策
工
事
の
計
画
ま
た
は
実
施

を
先
送
り
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
。

「
こ
れ
を
被
害
者
の
立
場
か
ら
率
直

に
見
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
被
告
の
対

応
の
不
十
分
さ
は
、
誠
に
痛
恨
の
極

み
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
意
味

で
慰
謝
料
の
算
入
に
当
た
っ
て
の
重

要
な
考
慮
事
情
と
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
」
と
の
判
断
を
示
し
た
。
市

民
団
体
の
声
を
聞
く
べ
き
だ
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
の
裁
判
で
は
な
い
言
及
が

あ
っ
た
。
（
判
決
要
旨
二
面
参
照
）

十
六
日
、
福
島
地
裁
で
福
島
原
発

生
業
訴
訟
が
あ
り
、
伊
東
達
也
原
告

団
長
の
本
人
尋
問
が
行
わ
れ
た
が
、

今
回
高
裁
判
決
は
裁
判
の
雰
囲
気
を

大
き
く
変
え
て
い
る
。
福
島
原
発
集

団
訴
訟
は
全
国
で
約
三
十
件
あ
る
が
、

そ
の
影
響
が
大
き
い
と
見
ら
れ
る
。

●
仙
台
高
裁
判
決
が
あ
っ

た
福
島
原
発
避
難
者
訴

訟
の
原
告
団
長
早
川
篤

雄
団
長
は
「
原
住
連
」

の
代
表
委
員
で
あ
る
。

楢
葉
町
の
檀
家
百
人
余
の
宝
鏡
寺
の

住
職
で
あ
る
●
原
発
事
故
時
、
障
害

者
施
設
の
人
た
ち
と
奥
さ
ん
と
と
も

に
車
で
い
わ
き
市
の
伊
東
達
也
さ
ん

宅
に
避
難
。
そ
の
後
、
長
い
避
難
生

活
と
施
設
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

「
亡
く
な
る
人
も
い
る
し
、
坊
さ
ん

が
留
守
に
し
て
い
る
訳
に
も
行
か
な

い
」
と
早
川
さ
ん
は
一
五
年
二
月
、

単
身
で
帰
還
。
施
設
の
世
話
を
し
て

き
た
奥
さ
ん
は
九
月
に
帰
っ
た
●
宝

鏡
寺
は
一
三
九
五
年
（
応
永
二
年
）

開
山
。
楢
葉
町
の
小
高
い
山
の
上
に

六
百
二
十
五
年
の
歴
史
を
持
つ
浄
土

宗
の
古
刹
で
あ
る
。
早
川
さ
ん
は
三

十
代
住
職
で
あ
る
。
一
五
年
九
月
の

避
難
指
示
解
除
か
ら
帰
っ
た
人
は
車

が
運
転
で
き
る
高
齢
者
だ
け
。
子
育

て
世
帯
は
戻
っ
て
い
な
い
●
今
ま
た

「
安
全
だ
か
ら
返
れ
」
と
い
う
の
は

安
全
神
話
の
復
活
。
早
川
さ
ん
は

「
復
興
と
い
う
名
の
切
り
捨
て
だ
」

と
批
判
。
「
こ
の
町
は
一
度
、
消
滅

す
る
が
、
百
年
た
っ
て
ま
た
人
が
住

み
始
め
る
か
も
。
そ
の
人
た
ち
の
人

柱
に
な
る
働
き
を
」
決
意
し
て
い
る
。
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○
判
決
要
旨
の
市
民
団
体
は
「
原
住
連
」
（
二
面)

○
関
電
原
発
マ
ネ
ー
還
流
事
件

第
三
者
委
の
調
査
報
告
か
ら
（
三
面)

○
川
内
１
号
機
運
転
停
止

テ
ロ
対
策
遅
れ

関
電
・
四
電
も
順
次
（
四
面)

「ふるさと喪失損害を認定」「勝訴・原判決
を克服」「東電の悪質性を認定」を報告する
弁護団と原告団(左端は早川篤雄団長)

原発避難者訴訟
仙台高裁判決

【
お
知
ら
せ
】
「
全
国
交
流
集

会
」
は
七
月
十
八
～
十
九
日
に

延
期
と
な
り
ま
し
た
。


